声明　　　　　　　臨時国会で改憲発議を許さず、安倍9条改憲に終止符を
―第200回臨時国会開催に当たって訴えます―
臨時国会が始まりました。安倍首相は施政方針演説で、「道しるべは、憲法です」「日本がどのような国を目指すのか。その理想を議論すべき場こそ、憲法審査会」と述べ、憲法審査会を何としても開催させ、今臨時国会で憲法改正の発議に向けて道筋を付けようとしています。
　この間、安倍首相は9月11日に行った内閣改造・党役員人事で、内閣には18人の日本会議議員連盟、神道政治議員連盟の役員らを配置しました。党役員では、一方で二階俊博幹事長、岸田文雄政調会長など改憲推進議員を配置し、他方で党憲法改正推進本部長に細田博之氏、衆院憲法審査会会長に佐藤勉氏、参院憲法審査会会長に林芳正氏という憲法や国会に精通するベテランを配置するなど、硬軟両用の「改憲シフト」を敷いています。
　7月の参議院選挙では、自民党は比例得票数で、2016年から240万票減らし（1771万票）、改選議席は9議席減らし（57議席）、単独過半数を確保できませんでした。その結果、自民、公明、維新の会の「改憲勢力」は、改憲の発議に必要な3分の2を割り込みました。これは、野党が市民連合提案の13項目の共通政策で合意し、1人区32選挙区の全てで野党統一を実現させ、10選挙区で勝利したからです。市民と野党の共闘の善戦で、「改憲活動をするな」という民意が示されました。
　ところが、安倍首相は、「議論していけという国民の声をいただいた」と、あたかも選挙に勝利したかのよう描き出して印象づけ、改憲に突き進んでいます。
　参議院選挙で、安倍首相は日米安保条約を完全な双務性にして、自衛隊員が米軍のために血を流す「血の同盟」をめざし、憲法9条改憲を狙っていることが明らかになりました。安倍首相に憲法、ましてや改憲を語る資格はありません。憲法99条で憲法尊重擁護義務が課せられていると同時に、これ程憲法を無視し、蹂躙している首相はいないからです。
　安倍首相は「いずも」の空母化、Ｆ35Ｂの大量配備など、「専守防衛」を投げ捨て、攻撃型・侵略型の自衛隊に転換させようとしています。防衛費は20年度・5兆3223億円の過去最高の概算要求が出され、さらに、米国の有志連合の呼びかけにホルムズ海峡への自衛隊派遣を企てるなど、戦争法の実績づくり、9条改憲に向けた基盤づくり躍起です。
　その一方で、安倍政権は災害対策そっちのけで庶民のくらしを返り見ない消費税増税の強行、トランプ大統領いいなりの日米貿易協定等と、国民生活破壊の暴走政治を続けています。
　臨時国会は安倍9条改憲を阻止するための正念場です。憲法会議は、改憲反対の世論を広げるため、3000万人署名運動など草の根から改憲阻止の運動にとりくみ、市民の共同、市民と野党の共闘で臨時国会での改憲発議を阻止し、安倍改憲にとどめを刺すために奮闘し合うこと、憲法の平和的・民主的条項が生きる政治の実現を展望し、「共通政策」を発展させ、安倍政権を倒し、それに代わる新しい政権－野党連合政権実現のために奮闘し合うことを呼びかけるものです。ともに頑張りましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2019年10月4日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　憲法会議（憲法改悪阻止各界連絡会議）
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